
野外焼却について

◎野焼きによる火災を防ぎましょう！

野外焼却は禁止されています！！

廃棄物処理法では、「焼却禁止の例外」を除き、何人も廃棄物を焼却してはならないと

厳しく規制しています。そのため、家庭や事業所からでた廃棄物を野焼き又はドラム缶や

一斗缶などで焼却することはできません。また、小型焼却炉であっても、法で定められた

構造基準を満たさないものは使用できません。

野外焼却は、罰則の対象となり、

５年以下の懲役もしくは

１，０００万円以下の罰金

又は、この併科、法人はさらに両罰

規定で３億円以下の罰金に科せられます。

えーっ！

野焼きって犯罪なの！？

①廃棄物処理基準に基づいて行う焼却

②他の法令等に基づいて行う焼却

③国又は地方公共団体がその施設の管理を行うために必要な焼却

④震災、風水害、火災、凍霜害その他の災害の予防、応急対策又は復旧のため

に必要な焼却

⑤風俗習慣上又は宗教上の行事を行うために必要な焼却

⑥農業・林業又は漁業を営むためにやむを得ないものとして行われる焼却

⑦たき火その他日常生活を営む上で通常行われる焼却であって軽微な焼却

☆野外焼却（野焼き）を認める一部例外☆

例年、たき火や火入れ（野焼き）での火災発生数が出火原因の多くを占めています。原

因としては、風が強く乾燥した日にたき火や野焼きが行われ、周囲の可燃物に着火したこ

とやその場を離れ延焼したことなどが挙げられます。


